
令和元年度 中野市公民館運営審議会 会議録（要旨） 

 

日  時 令和元年７月３０日（火） 午後３時～４時３０分 

会  場  中央公民館 ２０１会議室 

出席者 

【委 員】 

藤村 祥江、 出川 清司、 宮澤 文男、 鈴木 一成、 畔上 猛司、 

丸山 和広、 内田 光子、 小山 むつ子、 町田 美代子、 

岡田 絵美、 高木 元治、 嶋津 恵美子  １２名 

 

【事務局】 

荒井中央公民館長、 石川北部公民館長、 小林西部公民館長、 

市川豊田公民館長、 宮澤中央公民館副館長、 

佐藤中央公民館教育係長  ６名    計１８名  

欠席者 高橋 奈那 委員、 小林 貴子 委員  ２名 

内 容 

・審議に先立ち、会長の互選及び職務代理の指名を実施 

→ 会長：宮澤 文男 委員、 職務代理：内田 光子 委員 

 

協議事項（１）平成３０年度中野市公民館の事業実績について 

 ・事務局が「公民館の概要 令和元年度版」により説明 

  → 特に意見等なく承認された。 

 

協議事項（２）令和元年度中野市公民館の運営方針及び事業概要について 

・事務局が「公民館の概要 令和元年度版」に基づき説明 

・運営方針等について承認された。 

 

【委 員】 

 ・１０月１日料金改定について、中央・北部２館のみ実施する理由は。 

【事務局】 

 ・昨年度の全庁的な料金見直しにおいて、歳入歳出のバランスを指標とし、 

中央・北部は経費に達していないため現状の１．５倍とされた。 

西部と豊田は、条件をクリアしていたため据え置きとなった。 

 



【委 員】 

 ・文化なかののページ数が年々減少し、形骸化している。 

編集担当の専門委員もいるので、各地区の課題を研究し、地方紙等に 

掲載されていない内容を掲載する等の充実を図ってほしい。 

【事務局】 

 ・例年、館報編集担当者の研修を実施し、技術の向上を図っている。 

文化なかのについては、紙面の充実を検討したい。 

 

【委 員】 

 ・夏休みこども育成講座がたくさんあるのに知らなかったので、周知徹底を 

お願いしたい。 

【事務局】 

 ・６月下旬、校長会及び教頭会を通じて市内の全児童へ４館合同のチラシの 

  配布を依頼した。（全委員にチラシを配布） 

 

協議事項（３）他団体への委員推薦について 

・生涯学習推進会議委員に、鈴木一成委員を推薦する案が承認された。 

 


